
 

御田植
お た う え

祭
さい
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さ い ご
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ま
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した。 

宝満神社の御田植祭  

国重要無形文化財  

毎年４月３日，南種子町茎永に鎮座する宝満神社で行われる。赤米，御稲と呼ばれる赤みを帯び

た米の苗を神田に植えて豊作を祈願する農耕行事である。 

オセマチと呼ばれる神田での田植えは，田植歌と太鼓に合わせて男性のみで厳かに行われ，本

校の男子児童も参加する。  

宝満神社お田植神楽 

直会（なおらい）と赤米 
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